
宇都宮市立瑞穂野中学校第３学年【国語】領域別／観点別正答率

★本校の本年度と昨年度の状況

本年度 昨年度

77.6 97.3
57.6 58.8
63.1 80.5
61.2 74.0
82.2 76.0
79.7 86.9

77.6 97.3
79.7 86.9
60.3 69.6
68.2 74.7

★本年度の宇都宮市と本校の状況

本校 宇都宮市

77.6 78.5
57.6 64.5
63.1 66.0
61.2 62.8
82.2 83.4
79.7 78.0

77.6 78.5
79.7 78.0
60.3 65.2
68.2 69.6

★指導の工夫と改善
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領域 本年度の状況 今後の指導の重点
音声言語 　平均正答率は市の平均とほぼ同じになっている。特に話

の趣旨の聞き取りの正答率が低い。
　普段の授業の中で、姿勢やメモを取る習慣等を引き続き身につけるように努力するといい。
また、自分の考えを他人にわかりやすく筋道を立てて伝える練習をするといい。(77.6％)

説明的文章 　平均正答率は市の平均より約７％低くなっている。段落
の要旨をとらえる問題の正答率が低い。

　文脈をとらえるには細部にとらわれず、全体を見るようにするといい。そのため、ある程度速
く読ませて、何が書いてあったかを言わせるような工夫をするといい。(57.6％)

文学的文章 　平均正答率は市の平均とほぼ同じになっている。登場人
物の心情をとらえる問題の正答率が低い。

　登場人物の心情をとらえながら、読み手の心情も豊かにしていくような努力を心がけるように
するといい。読み手の心情を豊かにしつつ、さらに深い読み取りを目指していくといい。(63.1％)

漢字 　平均正答率は市の平均とほぼ同じになっている。特に、
漢字の書き取りの正答率が低かった。

　漢字の練習を授業の最初、または最後に取り入れ、確実な定着を目指していきたい。また授
業だけでなく自分で自習ができるよう、漢字ノートを各自に工夫させ、作るようにするといい。(61.2％)

文法・表記・言葉遣い 　平均正答率は市の平均とほぼ同じになっている。特に、
用言の活用の正答率が高かった。

　活用については、活用一覧表や文法ノートを活用しながら、理解を深めるようにするといい。
文法用語を覚えるには、反復練習によって定着をはかるようにするといい。(82.2％)

作文 　平均正答率は市の平均とほぼ同じになっている。意見の
記述の仕方がうまくできていない。

　授業の中で、折に触れて自分の意見を簡潔にまとめて書く練習をするといい。また、副教材
や入試問題を繰り返し体験して、作文になれるようにするといい。(79.7％)
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